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メディアと身体 :情報から体験へ

メデ ィア情報科学研究所

片桐  恭弘

ヒ トがサルから分かれて進化してきた過程で、  ヒ ト をサルから区別する大きな要因のひとっと

し て 、 人間が外部の情報表現 、すなわち メ デ イ ア を利用す る よ う に な っ た こ と を 挙げ る こ と が で

き る と言われています 。  岩の上に絵を描く 、  粘土板に言葉を刻みっける、  これ らの行為はいずれ

も人間の内心の思考や感情を外部に情報表現として取 り出して 、物理的な媒体 ( メデ ィア )  の上

に具体化する もので した 。  メ デ ィ ア の 利 用 に よ っ て 、  それまで心の中にふわふわと存在していた

想念に形を与えて記録し、  別の角度から再吟味する、  あるいは他者に伝え、  共有化する こ と が可

能 と な り ま し た 。 メ デ イアは 、物語 、法律 、経典など さ まざ まな形で人間の社会生活や社会制度

に組み込まれ、人間の文化の重要な担い手となりました。

も っ と も原初的な メデ イ アはわれわれ自身の身体で し ょ う 。 怒つたふ り を し た顔表情 、  ピー ス

サインのよ う なジ ェ スチャなど 、身体はもっ と も身近な情報表現媒体です 。舞踏や儀礼的所作の

ように高度な表現も可能です。  最近着目されている古武道の身体技法なども身体メデイアの例と

考 え ら れ る で し ょ う 。 メ デ イ ア の 技 術 は 、 粘 土 板 や紙 の よ う な 静 的 メ デ ィ ア 、 映 画 や テ レ ビ の よ

う な 動 的 メ デ ィ ア を 経 て 、  コンピュ一夕 ゲーム の よ う な イ ン タ ラ ク テ ィ ブ な メ デ イ アへ と発展し

て き ま し た 。 ユ ビキ夕ス技術によって今や メデ ィ アは時空間に拡散しっつあ り ます 。 この よ う な

メデ ィア技術の進化は、扱 う情報量の飛躍的増大を可能としましたが 、同時に視覚 ・ 聴覚など特

定の感覚に訴え る メ デ ィ ア か ら全身でそ し て五感全体で接す る メ デ ィ アへ と 変遷 し て き ま し た 。

身体の復権が起つてい る と も 言 え ます 。

昨今、  一見些細に見える出来事が引金となって子供が人を傷つける不幸な事件が頻発し、  テレ

ビゲーム や ネ ッ ト ワー ク 掲示板な ど新 しい メ デ イ アが ヒ ト の正常な発育を妨げ るのではないか と

懸念する声も聞かれます。文化的人工物であるメデイアの進化は、  遺伝情報の変異によって引き

起こ される生物的進化よ り も圧倒的に速いため 、  メ デ ィ ア の 進 化 が 暴 走 し て し ま う と ヒ ト が 追 い

ついていけない と ぃ う危惧もあ り ます 。

メ デ ィ ア情報科学研究所では 、われわれの体験を新 し ぃ コ ン テ ン ツ と し て扱 う こ と を目指 して

身体的なメディア技術の研究を進めています。体験は視覚 ・ 聴 覚 ・ 触 覚 ・ 嗅覚 ・ 味覚などわれわ

れの五感全体を通じて感得し 、記憶にとどめ、  さ まざまな形の表現を通じて他者と共有する こ と

によって感動や共感を産み出し、新しい創造をもたらします。体験には具象的で生々しぃ感覚の

側面と抽象的で知的な感性・理性の側面の両方が備わっています。体験を創り出す能力は、われ

われがサルから分かれる頃から持つている 、  物理的空間の中で身体を利用して活動する能力に根
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差しています。  身体に根差したわれわれの認知能力に上手に適合したメディ  アは人々の間に定着

し 、それまでには考えられなかった新しい夕イプの認知活動 ・社会活動を可能にして くれるでし

よ う o

メディアの活用は人間に固有の能力です。  メ デ イ ア 技術はわれわれに豊か さ と 愉 し さ と 智慧 を

も た ら し て くれ るはずです 。新 し ぃ メデ ィ ア技術の提案 、  メディア技術の社会的実践、  メ デ ィ ア

を使いこなす人間の認知機構の科学的な解明、  これ らが手を携えて進歩してい く こ とが望まれま

す 。 人 間 と メ デ イ ア 技 術 と の 共 生 ・ 共進化を目指してわれわれは研究を進めていきます。
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l Tの最先端研究開発と AT R'、の期待

奈良先端科学技術大学院大学

情報科学研究科・教授

木戸出 正継

I T  (情報通信技術) 研究において、  国際的に存在感のあるC〇Eの位置を確立して来たA T Rの

継続的な研究成果創出とその情報発信活動に大いに期待しています。  AT Rでの国際的な、  また学

際的な立場からの研究の推進は、 I Tの社会貢献への道を広 くそ して速 く しています 。  今 I T研究活

動は拡張期から安定期に入ろ う と している中、 A T R も大学 ・ 国立機関そして民間企業における研

究 開 発 と の 位 置 付 け を よ り 明 確 に し 、 分 担 し 、 協 力 し 、 そ し て 競 争 し て い く こ と が 重 要 で す 。 そ

のためには、組織としてまとまった研究開発戦略をよ り明確に打ち出し、その情報発信を強化す

る こ と が期待 されます 。  単なるユニー クな研究者集団の個々の研究活動戦略から脱却し、  組織と

しての目標設定そして推進強化を望みます。  具体的には、  グルー プ内での研究開発方向の統一、

グループ間の協力による、 ;よ り大きなシステム目標の設定、そして研究所全体でのプロジェク ト

活動の強化などを期待します。社会が望むものは I Tシステムイメージ、の創造と実現であり、  その

要素技術個々の姿の実現だけではありません。最先端技術で提供できるシステムイメージ、 (サー

ビス像)  を示し、  個々の技術夫々を着実に実現し、 入口から出口まで一貫して動くシステムの提

供が必要です。特に、  メデ ィア技術は一般の人も日常生活の中で使つていく ものですから 、 A T R

も自らが研究開発し自らが使い改良し、その後社会に提供していくものです。

情報 メデ ィ アの進展は 、関連す るハー ド ウ ェ ア と も並行 して進展し ます 。一方向的な ソ フ ト ウ

ェ ア  ( アルゴ リズム )の高度化だけでは不十分です。  I T両面の技術動向を見極め、先回りをした

研究開発方向を設定し、それらを競争原理が働く研究環境で進め、市場に示したいものです。技

術の動きの一つに、 I T装置の小型化 ・ 高 速 化 ・ 大容量化があ り 、新たなウ ェア ラブル ・ ユビキタ

ス情報通信環境を構築しています。  また 、扱える情報は数値 ・言語情報から感覚情報  ( 5感+ a )

へ拡が り 、  マ ル チ メ デ ィ ア ・ マルチモーダルと多種多様な利用環境となっています。  I T 社会は、

一方向の放送から双方向のインタラクシ ョンを含んだ通信 (個々対応から多々対応の通信 )への

移行 、 身体性 を持つ た メ デ ィ ア  ( ロ ボ ッ ト ) 利 用 、 莫 大 な知識 を内蔵 し て い る イ ン タ ー ネ ッ ト メ

ディアの活用、  など、予想以上のスピー ドで動いています 。 この速さに 、あ るいはそれ以上の速

さで対応できるかが、  新たな情報メディアの創造と利用環境の構築を目指す先端研究機関の生き

残る条件です。

効率追求の産業社会での工学から新しい評価基準をもっ知識社会での工学へ脱皮しなが ら 、  成

果の利用と次なる創造を自らの組織行動の中に埋め込みながら、  一般 社 会 ・  日常生活に展開して

いきたいものです 。具体的には癒し ・ 娯楽 ・ 快適などの評価基準を工学的に導入し、 一般の日常
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生活に対応でき る新しい形の I T ス夕  イ ルを創造し、  生活における意識行動から無意識行動まで全

ての I T 活動を 、常時作動している機器で と ら えてい く こ と を念頭に情報 メデ ィ アの在 り方を探 り

た い。 人間の情報機能の拡張と代替の差を明確にとらえ、  人間本来の情報機能の発達を妨げず、

積極的に支援する観点を忘れないでいきたい。 技術の発展は人間に光と影を同時に与えます。  人

類の明るい発展を日指した技術の進展を、  A T Rを含んだけぃはんな研究者集団で増殖的に大きく

進めていきたいものです。

け ぃ はん な地域は 、 異種 ・ 異端 ・ 多 種 ・ 多能 ・ 異文化 ・ 多文化を特徴とする研究者集団で構成

されている と考えています 。  大学、  国立の研究機関そして民間企業の研究部隊での最先端ITの創

造と社会展開が期待され、  周辺のビジネス環境 (べンチャー、 中小企業連合体、 大企業群) が大

き く 育 て 、 社 会 ・ 家 庭 に 浸 透 し て い く 、 ポ ジ テ ィ ブ フ イ ー ド バ ッ ク の かか る サ イ ク ルに入 り ま し

ょ う 。 地 域一体 と な っ て 、 米国 シ リ コ ン バ レーの よ う に 、  自 らの力で新たな メデ ィ ア技術を生み

出し 、 それを使い こな し 、関連するビジネス もお金 も回転する社会行動にし ま し ょ う 。  A T R を核

に、 関連機関の協力体制の構築をしたいものです。
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体験を伝え合うメディアの実現に向けて

1, 体 験 メ デ ィ ア

人間は昔か ら 、 紙 、 本 、 新聞 、  ラ ジ オ 、  テ レ ビ

と い っ た メ デ ィ ア を 次 々 と 発 明 し て き ま し た 。  イ

ン夕 一 ネ ッ ト も 、 今 や 私 た ち に と っ て 欠 か せ な い
メ デ ィ ア の ひ とっで す 。 イ ン タ ー ネ ッ ト が 過 去 の
メ デ ィ ア と 大 き く 異 な る の は 、 誰 も が 自 分 の 考 え

や 体 験 を 発 信 す る こ と が で き る こ と と 、  その検索

性の高さです。  しかし 、  それらの優位性は、  情 報

発信者個人による知識や体験の言語化に大き く頼

っ て お り 、  そのために、人々の意識の間に歯且齬が

生じた り 、知識や技能の本質がなかなか伝達でき

なかったりとぃった不具合が生じます。

現在、 私たちが言語化された知識に基づいた メ

デ ィ ア に 頼 ら ざ る を 得 な い の は 、 私 た ち の体験 を

セ ン シ ン グ し 、 扱 う た め の メ デ ィ ア が 存 在 し て い

な い か ら で す 。  そ う ぃ っ た 現 状 に 対 し 、  来 た る

「ユビキタス社会」 では 、体験をその ま ま扱え る メ
デ ィ ア 、  い わ ゆ る  「体 験 メ デ ィ ア」 が実現で き る
のでは、  と私たちの研究グルー プでは期待してい

ま す 。 体 験 メ デ ィ ア と は す な わ ち 、 体 験 の 記 録 、

解釈、 創造を可能にするシステムのこ とです。

こ こ で は 、 ユ ビ キ 夕 ス 技術 を 用 い た体験 メ デ ィ

ア構築へ向けてのATRでの試みを紹介します。

2. 体験を記録する
体験を記録する試みの第一歩として 、  環境セン

サ と装着型センサを併用した体験記録システムを

開発しています 。図 1 は 、 A T R の研究発表会のポ

ス タ 一発表会場を利用して体験記録システムの実
証実験を行つている様子です。  各展示ブー スの天

井には、  カ メ ラ と マ イ ク が 設 置 さ れ て い ま す 。  ま

た 、  体験者の一人称的視点の映像を記録するため

に、 デモ説明者と希望する来訪者には記録システ

ムを身に着けても らいました 。

ま た 、 各 ヵ メ ラ の 映像に何が写つてい る の か を

実時間で認識するために、  赤外線を使つた I D ス テ

ムを開発しました 。  個別の I Dを発信する赤外線 I D
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メデ ィア情報科学研究所

イ ン タ ラ ク シ ョ ン メ デ ィ ア 研 究 室

角 康之, 間瀬  健=, 土川  仁,
伊 藤  禎 宣 , 岩 澤  昭一郎

図 1  展示見学イぺン ト における体験記録

タ グ ( 以 下 、 L E D タ グ )  を会場内の展示物やポス

夕 一に貼 り 付 け 、 会 場 に い る 人 に も 身 に着 け て も
ら ぃ ま し た 。 そ し て 、 そ の I D を 認 識す る ビ ジ ョ ン

セ ン サ ( 以 下 、 I R ト ラ ッ カ )  を カ メ ラ と 組 み 合 わ

せ る こ と で 、 す べ て の カ メ ラ 映 像 に 実 時 間 で 「写

ってい る対象物 ( 人 )」 の イ ンデ ク ス を付与す る こ
とが可能になりました。

3. 体験を解釈する
記 録 さ れ た 体 験 デ一 夕は 、  その内容を理解し 、
適切に表現する こ と で 、 意味のあ る知識にな り ま

す。我々は、「体 験」 の意味を解釈する指標として、
人 と 人 、 人 と モ ノ の 間 の イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン に 着 目

し ま し た 。 具 体 的 に は 、 前 述 の I R ト ラ ッ カ の デ ー

タ に よ っ て 解 釈 さ れ る  「見つめる」 行 為 と 、 個 人
マ イ ク の デ ー タ か ら 解 釈 さ れ る  「発話」 行為の組
み 合 わ せ で 、 人 の イ ン タ ラ ク シ ョ ン を 解 釈 し ま し

た。

例えば図 2 に 示 し た よ う に 、 「xの展示ブー スに



オプ1l;l,エクトの注視共同注意

最 f 天 ・ ''-
国、ラッ力の視野 LEDタグ

図 2  体験要素の解釈

天并laフ;l1lラ i 開 利 前  自分のカメラ

図 3  ビデオサマ リによ る体験要約

滞在 し た」、 「展 示 物 Y を し ば ら く 見 た」、 「A さ ん
と 会 話 し た」 と い っ た よ う な 体 験 の要素 を 簡単に
認 識 す る こ と が で き ま す 。  また 、  同時に発生して

いる要素を組み合わせることで、 「3人で会話した」、
「B さ ん と 一 緒 に展示zに っい て 話 し た」 と ぃ っ た
よ う な 、  よ り抽象度の高い意味解釈を自動的に行

う こ と が 可能にな り ま し た 。

そ の 結 果 、 大 量 に 記 録 さ れ た 体 験 デー タ か ら 、

個 人 に と っ て の ハ イ ラ イ ト シ ー ン を 抽 出 し た り 、

複数カ メ ラ の映像 を切 り 替 え な が ら 臨場感の あ る

体験 ビデオ を作製す る 、  と い っ た こ と が 、  自動的

に 、  かっ、  ほ ぼ 実 時 間 で 行 う こ と が で き ま し た 。

前述の A T R 研究発表会では 、来訪者ひと りひ と り

に見学要約のビデオサマ リ を作成し 、 we b か ら ア
ク セ ス で き る サー ビスを提供しました  ( 図 3 ) 。

4. 体験を創造する
メ デ ィ ア と 言 う か ら に は 、 観 測 さ れ た 体 験 を 記

録 ・ 解釈す る だ け で な く 、 新 た な 体 験 の 創造 を 可

環境の情報

見学者の情報

図 4  ュ ビ キ タ ス セ ンサ を用いたガ イ ド 口ボ ッ ト

能にす る こ と が 求 め ら れ ま す 。  我々の試みの特徴

と し て 、  ただ人の体験を観測す るだけでな く 、 体

験を演出する方法論の開発を進めています。  その

一 例 と し て 、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ロ ボ ッ ト が 積 極

的に体験者に話しかける 、  と い う 手 法 を 用 い て い

ます ( 図 4 ) 。

ロ ボ ッ ト 単 体 で は 、  目 の 前 に 人 が い る こ と を 認

識するだけでも技術的に困難です。  しかし 、我々

の体験記録システムでは、  環境や人に装着された

ユ ビ キ 夕 ス セ ン サ に よ り 、 誰 が ど こ で 何 を し て き

たのかを理解する こ と がで き ます 。 その情報を利

用 す る こ と で 、  ロ ボ ッ ト は 目 の前にい る 初対面の

来客者に対して名前で呼びかけた り 、  ま だ見てい

な ぃ 展示物 を紹介 し た り す る こ と が で き ま す 。 そ

う ぃ っ た 、  言わば人間の能力をも超えたス ーパー

ガ イ ド に よ っ て 、 人 の 体 験 を 演 出 す る こ と が 可 能

にな る と考えています 。

5. お わ り に

言葉の辞書や文法をコンピュ一 夕 が 扱 え る よ う

に な っ た こ と で 、 we b の検索エンジン 、翻訳シス
テ ム 、  音声対話システム と い った様々な便利な道

具が私たちの社会生活を豊かにしてきま した 。  こ

こで紹介した我々の試みは、  言葉だけでは表現し

き れ な い 「体 験」 を コ ン ピ ュー タ で 扱 う こ と を 可
能にす る た めに 、  体験を表現する辞書や文法を構

築 す る 試 み で あ る と 考 え て い ま す 。 体 験 メ デ ィ ア

が私たちの社会生活や産業に与え る イ ン パ ク ト は

計り知れません。  こ れか ら多 く の研究者が体験 メ

デ ィ ア実現のための研究開発に参加して くれ る こ

と を期待しています。
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Sen s eWeb :

グループでの体験共有を替易にするシステム

1. はじめに
皆さんが自分自身の経験を他の人々と共有しよ

う と す る場合 、写真やビデオ 、音楽 C D等はコ ミ ュ

ニケー シ ョ ンを支援する手段の一部 に な っ て い る

でしょ う 。ここでご紹介する S e n s e W e bシステムは、

多 く の 人 々 が マ ル チ メ デ ィ ア 情 報 ( イ メ ー ジ 、 サ

ウ ン ド 、  ビデオ等)  に同時に、  しかも音声や手の

動作等に よ る 自然 な形で触れ 、 操作 で き る こ と を

ねらい と しています 。

さ て 、  あなたが最近京都の金閣寺を訪れ、  その

体験がいかに素晴らしかったかを友達に話そ う  と

し て い る も の と 仮 定 し ま す 。  き っ と 、 あ な た は 沢

山の写真や ビデオ を撮影 し た こ と で し ょ う 。 体 験

を分かち合 うために 、  あ な た は ど の よ う に そ れ ら

を友人に見せ る で し ょ う か ?  写真をアルバムに

入れて、一つ一つ手渡して見せる方法もあ ります

し、 ビデオ Tvやコンピュー タ に入れて 、 あなた自
身の操作で表示することも可能でしょ う 。

コンピュ一 夕は私たち人間が情報を蓄積 、  整

理 ・ 分類し、  さ ら に検索する こ と を助けています 。

また 、  初心者がマウ スやキーボー ド を 介 し て こ れ

ら の 情 報 と 接 す る た め の グ ラ フ イ カ ル ・ ユーザ イ

ン 夕 フ ェ ー ス (GU I )  が開発 され て き ま し た 。  こ

の よ う な コ ン ピ ュー タ と の イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン は 、

多 く の場合 よ く 働 き ますが 、残念なが ら習熟が必

要です。 さ ら に 重要 な こ と で す が 、 誰 も が 部分的

に イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン に 参 加 し た い と 思 う ょ う な グ

ループ ・ デ ィ ス カ ッ シ ョ ン に は 適 し て い ま せ ん 。

2. SenseWebシステムの特徴
S e n s eWe bシステムは、  こ れ まで述べた よ う な間

題を克服する こ と をね らい と し てい ます 。 それは 、

グルー プ - デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 支 援 し 、 マ ウ ス や
キ ー ボー ド を 入力手段 と し て用い る こ と を 避 け て

操作を単純化することを意味します。

図 1 は 、 ユーザと S e n s e W e bシステムとの典型的

な イ ン タ ラ ク シ ョ ン の 場 面 を 示 し て い ま す 。 ユー

ザたちは 、  同 時 に ス ク リ ー ンに触れる こ と がで き 、
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図 1  SenseWeb : 誰 も が 同時に ,  手のジ ェ ス チ ャ と 音声 を用い

てマルチ メ デ ィ ア情報 を簡単に操作 、  グループ デ ィ ス カ

ッ シ ョ ン を支援

手 で デ ー タ を 操 作 で き る と 同 時 に 、  キー ワー ド や

さ らに詳しぃ情報を表示するための簡単なコマン

ドを音声で入力することができます。

それでは、  さきほどの金閣寺の例で、S e n s eW e b

シ ス テ ム を使用す る利点 を見て行 き ま し ょ う 。 マ

ウ ス や キーボー ド は も う 必 要 な く 、  あ な た は コ ン

ピュー タに対して自分の声で問いかけ、  「金閣寺」
と 発 声 す る だ け で 、 関 連 す る イ メ ー ジやビデオの

検索が実行可能となります。  S e n s eW e bシステムの

ユーザ は 、 表 示 さ れ た そ れ ら の イ メ ー ジやビデオ

に手で触れて操作する こ と がで き ます 。複雑な イ

ン 夕 ラ ク シ ョ ン の テ ク ニ ツ ク等を学ぶ必要はな く 、

単純な手のジェスチャだけで十分です。

例えば、  あ な た は 表 示 さ れ て い る イ メ ー ジを手

でっかんで、  ス ク リ ー ン の 周 緑 部 に ド ラ ッ グ す る

こ と が で き ま す 。  さ ら に 、 両 方 の 手 で 触 れ た イ メ

ー ジ を 拡大 し た り 、 一 定時間つか ん で い る こ と に

よ り 、  そ れ を ブ ッ ク マー ク に 入 れ た り す る こ と も

可 能 です 。 あ な た は 、 例 え ば 「 もみじ」  と い う 発
声 に よ り キー ワー ド を追加する こ と がで き ますが 、

そ れ に よ り 自 分 の デ ー タベー ス か ら 関 連 す る イ メ

ー ジが検索されます 。そ こで 、  「金閣寺」 と 「もみ



図 2  S e n s e W e bシステム上での手のジェスチャにより、  イ メ

ー ジやビデオを簡単に操作

じ」 の 両 方 を “ A N D ” で 結 ん で 、 検 索 し て み た ら
ど う で し ょ う 。 両 方 の イ メ ー ジをそれぞれの手で

つかんで重ね合わせるだけです。  システムが 、  こ

の操作を 2つのキー ワー ド に よ る 検索の絞 り 込み

要求 と 解 釈 し て く れ ま す 。 図 2 は こ の よ う な 手 の

ジェスチャによる実際の操作を表しています。

以上の操作を実現するため、  S e n s eWe bシステム

で は 、 人 の 手 で 生 じ る ス ク リ ー ン上の 「赤外線の
影」 を検出 し 、 そ の時の状態に応 じ て 、 表示中の
画 像 ア イ コ ン に 対 す る 処 理  ( イ メ ー ジの拡大、

A N D検索、  ブ ッ ク マー クへの登録など)  を実行し

ます。

上 記 の す べ て の イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン は 、  どのユー

ザ に よ っ て も ぃ っで も同時に実行可能であ る こ と

に 注 目 し て 下 さ い。 興 味 を 持 つ た イ メ ー ジ や ビ デ

オにコ メ ン ト し た り 他 の 人 と 話 し 合 つ た り す る 際

に 、順番を待つ必要はないのです 。余計なス ト レ

スがなければ皆ハ ツ ピーで す !  これは、  イ ン フ

ォ ーマ ル な デ ィ ス カ ッ シ ョ ン や ブ レ イ ン ス ト ー ミ

ン グ の よ う に 、 誰 か が プ レ ゼ ン を 担当す る の で は

な く 、 皆 が 同時に関与す る 場面 も 多 い ミ ー テ ィ ン

グにおいては重要なこ とです 。

こ の よ う な 「多人数」 か っ 「自 然 な イ ン タ フ ェ
ース」 の イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン に 本 当 に 役 立 つ こ と は

何 で し ょ う か ?  そ れは 、 単 純 に言 えば 、 ユーザ

が情報 を ど の よ う に 操作す る か で は な く 、  デ ィ ス

カ ッ シ ョ ン の 内容に集中で き る 環境 を用意す る こ

とです。  ま た 、 順 番 に 交 互 に 発言す る こ と が 、 一

般に効率的なコ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン な 方 法 と み な さ

れ て い ま す が 、  同 時 の イ ン 夕 ラ ク シ ョ ン を 許 す こ

と が プ ラ ス に働 く こ と も 多 いのです 。

3. ア プ リ ケーションと今後の展開
ネ ッ ト ワー ク を 介 し た コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン も 重

要ですが、  直接人と人が触れ合う体験共有の支援

においては 、  マルチューザ の イ ン タ ラ ク シ ョ ン 環
境が望まし ぃ と言えます 。  さ ら に 、  デ ィ ス 力 ツ シ

ョ ンの内容を注意の中心に持つて行く  ためには 、

ジ ェ ス チ ャ の よ う な 自 然 な 手 の 動 き を イ ン タ ラ ク

シ ョ ン の 手 段 と し て 利 用 で き る イ ン 夕 フ ェ ー ス が

必要です。

このように S e n s e W e bシステムは、  個人の体験を

人に伝 え る こ と を 助 け る た め の ア プ ローチ に よ る

試作システムですが 、マルチューザ ・ イ ン 夕 フ ェ
ー ス と マ ル チ メ デ ィ ア 検 索 ア プ リ ケー シ ョ ン の 2

つの要素か ら構成 されてい ます 。 アプ リ ケー シ ョ

ン 部分 を変更す る こ と に よ り 、  イ ン 夕一 ネ ッ ト か
ら の イ メ ー ジ と サ ゥ ン ド の 協調的 な閲覧や 、 協 調

的な分類 、マルチューザ に よ る ゲーム等の様々な
目的に用い る こ と が で き ま す 。 私 た ちは 、 今後エ

デ ュ テ イ メ ン ト や ビ ジ ネ ス ・ ブ レ イ ン ス ト ー ミ ン

グ、 そ の ネ ッ ト ワー ク 化 、  イ ン タ ラ ク テ ィ ブ な 画

像掲示板への応用も考えています。

近い将来、私たちはユーザ I D 認 識 や イ ン 夕 ラ ク

シ ョ ン の履歴パ夕ンの解析等を加え 、 個人 ご と に

適応的な視覚化を提供することを計画しています。

ま た 、  シ ス テ ム を 、 携 帯電話や ノ ー ト パ ソ コン、

P D A 等の他の入出力デバイ ス と統合する こ と も視

野に入れています 。 そ うすれば 、  よ り き め 細 か い

情報の取捨選択や、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンの促進に

役立つことが期待されます。

も ち ろ ん 、 私 た ち の 研究 プ ロ ジ ェ ク ト 全 体 が 目

指している体験共有は 、  ここで述べた内容以上の

深い内容を含みます。  コ ン テ ク ス ト と 場 所へのア

ウ ェ ア ネ ス 、 発話の意味 、 匂 いや力覚 フ イ ー ド バ

ッ ク 、 感情 、表情等の他の感覚が手がか り です 。

こ の よ う な 種 々 の 五 感 イ ン 夕 フ ェ ー ス等と S e n s e

we bの基本技術を組み合わせて、  近未来の快適な
オ フ イ ス環境 、集合住宅 、商業スペー ス等の設計

に 役 立 て る こ と も 、  今 後 の 課 題 で す 。  な お 、

“SenseWeb” は登録商標として認められています。
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S u m i-N a g a s h i

1. はじめに

S u m i - N a g a s h i は 、従来のマウスやタブレッ ト を

用 い て デ イ ス プ レ イ を 見 な が ら 作 成 す る 、 視 覚 と

聴覚のみに訴えかけるデジタルアー ト作成環境に

対し、力覚提示ができるP r o a c t i v e  Desk1' ]を キ ャ ン

バ ス と し て 利 用 す る こ と に よ り 、 利 用 者 が 視 覚 と

聴覚に加えて仮想的に定義された色やキャンバス

の触感を体感 し なが らデジ タルアー ト を作成する

こ と が で き る 環境です 。 す なわ ち 、 仮想的な触覚

情報 を デ ジ タ ル アー ト作成環境に取り込んだもの

で あ り 、  デ ジ タ ル アー テ ィ ス ト に 新 た な 表 現 手 法

を提案するものです。

2. Sum i-Nagash iのコンセプト
コ ンピ ュー タ を 道具 と し て 活用す る芸術家に と

って、  現状では視覚に訴えかけるものが主流であ

り 、 創 造 に必要 と さ れ る 芸術家の身体性 と い う 重

要 な 要素 が 活用 で き な い と い う 問 題 が あ り ま す 。

芸術における身体の重要性は、  芸術に関わるすべ

て の 人 、 特 に 作 家 は 強 く 認 識 す る と こ ろ で あ り 、

自 ら が 関 わ る 素 材 と 道 具 と を 体 で 会話 し 深 く 感 じ

る と こ ろ か ら 人 を 魅 了 す る 芸 術 は 誕 生す る と い い

ます [3]。 い わ ゆ る デ ジ 夕ル アーテ ィ ス ト は 、 現 実 世
界に存在 し な い道具 を用い て 、  あ た か も 実 在 し 、

触つてい る か の よ う に 自 ら の想像力に よ り 無理に

補 完 す る こ と で そ う ぃ っ た 体 感 を 得 て き ま し た 。

こ れ が デ ジ 夕ル アー ト や メ デ ィ ア アー トが他の芸

術分野と比較して多角的な創造性に限界があるよ

う に 感 じ ら れ 、  まるで人間の存在が必要無いよ う

に感 じ ら れ る 原因のひ と っ で も あ り ま す が 、  こ れ

は単にそのための道具が未熟なだけです。

我々は 、芸術作業における身体性 、視覚 と脳の

生理的な関係を さ らに研究し 、  合理的な知覚の拡

張を進めるべきです。  S um i -N a g a s h iはデジ夕ルア- トの世界に身体性を取り込むための一つの試み
で あ り 、 視 覚 と 触覚の調和に よ り 生 ま れ る 新 し い
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芸術の可能性を示すものです。  画家が絵の具の粘

性やキャンバス と絵の具の接着具合を微妙な触覚

によって正確に把握し 、  必要な効果を構築してい

く の と同じ次元でのデジ夕ルならではの身体性の

拡張こそが最終目標です。

3, Proactive De s kを利用したSum i-Nagashi
の実現

Sumi-Nagash iは、 コンピュ一 夕で生成した絵を

頭上のプロジ ェ ク タ で机上に投影し 、利用者は筆

(の形状を模した入力装置)  を手に持つて、筆で絵

を描 く か の よ う に机上 を なぞ り ま す 。 机上はデジ

タ ル キ ャ ン バ ス で あ り 、 筆 が動い た跡には利用者

が指定 した色が置かれます 。 キ ャ ンバ スには 、色

の層に加えて仮想的な流れを持つ層があ り 、  それ

に よ り 描 い た も の を 随 時 変 化 さ せ る こ と が で き ま

す。

こ の よ う な 視 覚 的 な デ ジ タ ル アー ト を 、 力覚提

示ができるP r o a c t i v e  DeskI' ]を デ ジ タ ル キ ャ ン バ ス

と し て 利 用 す る こ と で 、 利 用 者 が 持 つ て い る 筆 に

図 1  Sumi-Nagashiの操作画面



レイ -

情報l
た干,

図 2  キャンバスの内部構造

物理的な力を伝え る こ と が で き ます 。  例えば、  色

に仮想的な重さを与えて 、  キ ャ ン バ ス に存在す る

色の境界を通 り抜けるたびに触覚と してその変化

を 感 じ る こ と が で き 、  また 、仮想的な流れを生成

した場合にそれも感じるこ とができます。

すなわち 、  利用者は筆やキャンバスの触感を通

して 、絵画を視覚的な色の感触だけではな く 、油

絵 を 描 い て い る 時 の よ う な キ ャ ン バ ス の 物理的 な

触覚を体感できます。

4. 筆の機能と提示する力

筆の機能には、  単にキ ャ ン バ ス上に指定 し た色

を 置 く 、  キ ャ ン バ ス上に置かれてい る絵の具 を あ

た か も 塗 り 広 げ る か の よ う に す る 、 仮 想 的 な 流 れ

を生成した場合にその流れを堰き止めた り加速さ

せた りす る 、 の 3 つがあ り ます 。

こ れ ら の機能に よ り 描画が行なわれ る際 、  キ ャ

ンバスには視覚的な変化だけではな く 、  利用者が

持つてい る筆に対 し て物理的な触覚情報 と し て の

力が加わ り ま す 。 利 用者が受 け る 力 は 「慣性」、
「摩擦抵抗」、 「流体抵抗」 をモデル化した 3つの仮
想的な力を合わせたものです。

「慣性」 は選択した色の重さと筆の大きさで決ま
る 仮 想的 な 重 さ と 、  筆の移動による加速度に比例

し進行方向に逆ら う力です 。色の重さは 、明度を

基準とした心理的な色の印象を基にして輝度値に

変換 し た際に白色が最 も軽 く 、 黒色が最 も重 く な

る よ うにしました 。 「摩擦抵抗」 はキ ャンバス上の
筆の進行方向前方にある色の重さの変化を基にし

た力であ り 、 進行方向に対す る キ ャ ンバ スの色変

化に応じた一種の摩擦抵抗です。 「流体抵抗」 は流
れか ら 筆が受け る 力で あ り 、 色 が流れてい く 方向

へ押し流すかのように働く力です。
こ れ ら を 合 わ せ た 力 を 提 示 す る こ と に よ り 、 利

用者が著し く色が変化する領域内で筆を走らせた

り 、 速 い流れの中を進む よ う に動かす時 、 筆が存

プラシの進行 色の境界上 流れに逆らう

方向の逆 E 券方向

EiE国 -ll 一
、キ キ

プフン

債性モテル摩標抵抗モテル流体抵抗モ子ル

図 3 3 つの仮想的な力の概念

在する場所の特性に応じた感触が得られます。

5. おわ り に

S um i-N a g a s h iは、 S I GG RA PH 2 0 0 3 、文化庁メデ
イア芸術祭、  ロレアル賞連続ワー ク シ ョ ッ プ 2 0 0 4

等の展示で数多くの方々に実際に操作していただ

く 機 会 が あ り ま し た が 、 今 後 は さ ら に デ ジ タ ル ア

ー テ ィ ス ト の方々の創作活動に利用していただ く

こ と で 、  その有効性を検証していきます。
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アニメ ーションキャラクターを使つたオンラインでの
社会的コミュニケーションの研究

1. はじ、めに
私た ちは人 と 対面で会話 をす る と き 、 言 葉 だ け

で な く 、 身 振 り ゃ 手 振 り 、 表 情 、 姿 勢 、 視 線 、 指

差し 、お互いの間の距離 、接触 、声の抑揚やスピ

ー ド など 、様々な非言語的な情報を使つて場の雰

囲気 を作 り 、 意 図す る と こ ろ や 気持 ち を 共有 し 合

います。  人間同士の対話は、 単に情報や意見を伝

達 し合 う のではな く 、 相手 と の社会的な人間関係

を 構築 し 、 そ れ に基づい て意思疎通 を行 う こ と で

成立 し て い る の です 。 円滑 な コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン

や 魅 力 的 な プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン を 行 う た め に は 、

言葉による簡潔で正確な表現だけでな く 、  身体表

現を組み合わせた、  冗長で複雑なが ら も自然で印

象的な情報表現が重要になります。

今日 、パ ソ コ ンや携帯電話の普及に よ り 、 電子

メ ールな ど文字 を主体 と し た コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン

を行 う機会が増えました 。  しかし文字だけの会話

には身体的な表現を用いる こ と がで き ません 。  そ

の た め メ ール等のや り取 りでは 、  対話におけ る社

会性 を必要 と し な い側面 、 つ ま り 言葉に よ っ て表

現された内容そのものの論理的な理解や判断に極

端 な 比 重 を 置 か れ て し ま う こ と が よ く あ り ま す 。

その結果、  フレー ミ ン グ と 呼 ば れ る 非 社 会 的 ・ 非

生産的な論争や、  それを避けるための詳細で回 り

く ど ぃ文章を書かな く てはな ら ない状況に しば し

ば陥つてしまぃます。今後の情報化社会の進展に

お い て は 、  文字表現のみでは欠落してしまぃがち

なコ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の社会的側面を技術的にど

う支援してい くかが重要とな ります。

2. 社会的 な メ デ ィ ア と  してのキャラクター

人はテレビ画面やコンピュ一 夕 な ど の メ デ ィ ア

と 、 実 際の人間 と を 簡単に区別す る こ と が で き ま

す。 しかし、  メ デ ィ ア は 人 間 で な い と 当 た り 前 に

わ か っ て い て も 、  実 際 に は メ デ ィ ア に 対 し て 無 意

識に 、 人 と 対面 し て い る か の よ う に 、 社 会的か っ
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自 然 に 振 る 舞 つ て し ま っ て い る と い う  こ と が 報 告

さ れ てい ます [ ''。 中でも人間的な見た目や振る舞い
を す る ア ニ メ ー シ ョ ン キ ャ ラ ク タ ーは、  それに対

面する人に 、  よ り 自 然 に社会的な振 る 舞い を さ せ

る こ と が で き る メ デ ィ ア で あ る と 言 え ま す l2]。

私 た ち は 文 字 に よ る 会 話 と キ ャ ラ ク タ ー ア ニ メ

ー シ ョ ン を 用い た会話の比較に よ り 、  キ ャ ラ ク タ

ー ア ニ メ ー シ ョ ン を 用 い る と 、 誰 が そ の 情 報 を 発

し た の か と い う 識別が し やす ぃ と ぃ う 実 験結果 を

得 ま し た [3]。 つ ま り 、  ア ニ メ ー シ ョ ン キ ャ ラ ク 夕一
を メ デ ィ ア と し て 用 い る こ と で 、 情 報 が そ の キ ャ

ラ ク 夕 一 に 関 す る ェ ピ ソ ー ド と し て 記 憶 さ れ や す

く な り 、 情 報 を よ り 社 会的で親 し みやすい方法で

伝 え る こ と が で き る よ う に な り ま す 。  こ の よ う に 、

人間が本来持つ社会性に基づいた自然な情報伝達

が 可 能 な メ デ ィ ア で あ る ア ニ メ ー シ ョ ン キ ャ ラ ク

夕一は、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン に お け る 社会的側面

の支援とぃ う点で大きな可能性を秘めています。

3. TelMeA Theatre : ど う い うシステムか?
Te lMeA T h e a t r e (図1 )  は 、 文 字 に よ る メ ッ セー

ジ の 作 文 の 代 わ り に キ ャ ラ ク 夕 一 の セ リ フ や 振 り

付けの台本を作り 、  それを投稿し合つて社会的な

会話や意見交換を楽しむ、  Wor ld  Wide  We b上での

オ ン ラ イ ン コ ミ ュ ニ テ ィ サー ビスを提供します14J。

図 2 に メ ッ セー ジの作成から投稿 、  そ し て そ れ が

他 の 参 加 者 に 読 ま れ る ま で の 流 れ を 示 し ま す 。

Te lMeA  Theat reは、 い わ ゆ る ア バ タ ー を 使 つ た 仮

想 空 間 で の チ ャ ッ ト シ ス テ ム に 似 て い ま す が 、  コ

ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の 方 法 は リ ア ル タ イ ム の チ ャ ッ

ト で は な く メ ッ セー ジを作つて投稿し合 う形式な

ので、  む し ろ メ ー リ ン グ リ ス ト や 電 子 掲 示 板 シ ス

テ ム  ( B B S )  に近いシステムです 。  し か し単な る

文 字 で は な く キ ャ ラ ク 夕 一 を メ デ ィ ア と し て 表 現
す る こ と で 、 音 声 に よ る 発 言 や 身 振 り ゃ 表 情 の ア

ニ メ ー シ ョ ン と い っ た 身 体 的 な 表 現 に 加 え て 、 他
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図 1  TelMeA Thea t reでのキャラクタ ー を使つた発言の再生

図 2  TelMeA Thea t reにおけるメ ッ セージの作成から他の参加者による閲覧までの流れ

の キ ャ ラ ク タ ーに近づい た り 遠 ざ か っ た り 、  好き

なwe b ペー ジ を 適 当 な タ イ ミ ン グ で 開 い て 参 照 し
た り 、 we b ペー ジ上の特定の画像の横に移動して
指差 し 表現 を し な が ら コ メ ン ト し た り と い っ た 、

デ ィ スプ レ イ上を空間的に活用した表現も簡単に

作 る こ と が で き ま す 。 図 3 は T e l M e A  The a t r eで自

分 の キ ャ ラ ク 夕 一 に よ る 動 き の 台 本 を 作 成 す る た

めのェデ ィ 夕 で す 。 例 え ばェデ イ 夕 上 の 「セ リ フ
の追加」 の ボ 夕 ン を 押 す と 、 発 言 内 容 ( セ リ フ )

を記入する欄とその発言の種類  (「言 う 」 「主張す
る」 「賛成する」 「約束する」 な ど と い っ た 動詞の
種類)  を 選ぶ メ ニ ューがェデ ィ タ 内 に 表 示 さ れ ま
す。 メ ニ ューの中から動詞を 1つ選択すると 、  図 4

の よ う な 、  その動詞に関連付け られ た ア ニ メ ー シ

ョ ンの一覧が表示されます。  一覧の中か ら アニ メ

ー シ ョ ン を 1 つ 選 ぶ こ と で 、  自 分 の キ ャ ラ ク タ ー

に ア ニ メ ー シ ョ ン 動作 を さ せ な が ら 、 記 入 し た 発

言内容をし ゃべ らせ る こ と が で き ます 。
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図 3  TelMeA Thea t r eのメッセー ジ作成用エディタ

図 4  発言の種類に関連づけられたァニメ ー シ ョ ン一覧
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発言の種類には  「セ リ フ」 の他に も  「気持ち」
「態度」 「 we b ペー ジ参照」 「画 像 ア ッ プ ロ ー ド」
「画像指差し」 の合計 6種類があ り 、それらの組み
合わせに よ り 、  ア ニ メ ー シ ョ ン を 使 つ た 自 然 な キ

ャ ラ ク夕一表現を簡単に作る こ とができ ます 。

4. TeIMeA Theatreのねらい

T e lM eA  T h e a t r eで作成された 「台本」 は 、 独 自
に設計した xML言語の形式に従つて整形され、  デ
ー タベー スに保存されます。  XM L形式で整形して

記録す る こ と の 利 点 と し て 、 一 つ に コ ン テ ン ツ の

再利用性の高さが挙げられます。  例 え ば よ く 使 わ

れ る プ レ ゼ ン テー シ ョ ン の流れ を雛型 と し て用意

す る こ と で 、  キ ャ ラ ク タ ーに よ る魅力的なプ レゼ

ン テー シ ョ ン コ ン テ ン ツ を 簡 単 に 作 れ る よ う に し

た り 、 複 数 の キ ャ ラ ク 夕一 を用いた対話形式で作
成 された教材 コ ン テ ン ツ を 、 他 の人が再利用 し て

他 の 教 材 コ ン テ ン ツ の 中 に 引 用 し た り と い っ た 、

コ ン テ ン ツ流通の仕組みを簡単に作 る こ と が で き

る よ う に な り ま す 。

も う 一つの利点 と し ては 、  キ ャ ラ ク タ ー を使つ

て行われた社会的コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンの解析自動

化が挙げられます。  Te lM eA  T h e a t r eによって得ら

れ た キ ャ ラ ク 夕一会 話 デ ー タ に は 、 誰 が 、 何 ( 他
の参加者 ・ we b コ ン テ ン ツ )  に対 し て 、  ど の よ う
な意図  (発言 ・ 気持ち ・態度の種類の選択 )  で 、

ど の よ う な 表 現 ( セ リ フ の 内 容 と そ れ に 伴 う ァ ニ

メ ー シ ョ ン表現 )  を し た か と い う 情 報 が 、 xM L 書
式に従つて記録されます。  Te lMeA  Thea t r eの中で

参加者が使用した意図や表現の種類を分析するこ

と で 、  セ リ フ の 内 容 を 詳 し く 見 な く て も 、 参 加 者

同士の人間関係やコ ミ ュ ニテ ィ内での評判を定量

化 す る こ と が で き る と 考 え て い ま す 。  私た ちは こ

の 手 法 を 情 報 の  「 社 会 的 要 約  ( s o c i a 1
Summarization) [5]」 手法と名づけ、  身体表現に基づ
く社会的コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンの精度の高い解析方

法にっいて研究しています。

5. まとめと今後の予定

本稿 で は コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンの社会的側面に対

す る ア ニ メ ー シ ョ ン キ ャ ラ ク タ 一利用の意義 と 、
その応用システムであるT e l M e A  Thea t r eにっい て

説明しま した 。現在 T e l M e A  The a t r eは日本語版、

英語版、  オ ラ ン ダ 語 版 が 作 成 さ れ て お り 、 べ ン チ

ヤ 一企業であるN e x t  S o l u t i o n s社とのパー ト ナー シ

ッ プ に よ り 、  ア プ リ ケー シ ョ ン サー ビ ス と し て ビ

ジネス展開を進めています '。 また共同研究の枠組

みの下、 オ ラ ン ダ の イ ン 夕一 ネット接続業者P l a n e t

Media  Group社の運営する子供向けポ一夕ルサ イ ト
「KidsPlanet2」 や、国内の高校や大学の教員による
N P〇法人が運営する遠隔教育サイ  ト 「e一教室 3」 な
ど 複 数 の オ ン ラ イ ン コ ミ ュ ニ テ ィ に 導 入 す る こ と

で 、  キ ャ ラ ク タ ー を用いた社会的 コ ミ ュ ニ ケー シ

ョ ン の 実 践 的 デー タ を蓄積 し てい ます 。私たちは

こ の よ う な 実 践 を 通 し て 得 ら れ た デ ー タの解析を

通して 、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ンの社会的側面に関す

る理論を構築し 、  情報化社会における人 と人 、  人

と メ デ イ ア と の対話におけ る社会的側面 を体系的

に支援する技術の開発に貢献したい と考えていま

す。
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KES2000 ,Vo1 . 1 , pp. 6 4-67.
[ 3 ] 高 橋 徹 , 武 田 英 明  (2001)  T e l M e A : 非同期コ ミ ュニ

ティシステムにおけるA v a t a r - 1 i k eエー ジ ェ ン ト の 効

果とW e b ベースシステムへの実装,電子情報通信学会
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SocialSummarizat ion i n  〇nline Commun i t i e s ,Proc .CHI

2003,928-929.
[ 6 ]Takahash i ,T . ,Ba r tneck ,C. ,Ka tag i r i ,Y . ,Ara i  N .  (2004) .
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Studies,special issue on  subtle expressivity for characters
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l http://www.telmea.com

2 http://www.kidsplanet.n1

3 http://www.e-kyoshitsu.org
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A T R脳活動イ メ ー ジングセンタではM R I装置利用の研究支援を主な業務と  しており  ますが、 月凶研究に関

連した情報発信ならびに情報交換の場の提供も積極的に行つております。  こ こ で は そ の一環として 2 0 0 4 年 5

月22日  ( 土 ) か ら 2 4 日  (月) の 3日間、当セン夕主催で開催した 「S PM  Short Course2004 in  Japan」 を ご 紹
介いたします。

SPM(Stat i s t ica lParametr ic  Mapping) は 、 脳活動 イ メ ー ジング手法で広く用いられている機能的磁気共鳴

画像法(Funct iona lMagnet i c  Resonance Imag ing : fMR I )  あるいはPET ( P o s i t r o n  Emission Tomog raphy )の分

析に用いられる ソフ ト ゥ ェアです 。 イギ リ スの U C L ( U n i v e r s i t y  Co11ege London)  のグルー プが イ ン夕一 ネ
ッ ト を通 じて無料で配布してお り 、 f M R I あ る いは P E T を用いた脳機能研究における分析 ソ フ ト と し てはデ

フ ァ ク ト ス 夕 ン ダー ド といえます。  U C Lでは、利用者のための講習会 「S P M  Short Course」 を学内で定期的
に開催してお り ます 。  日本では 、 2 0 0 2 年 5 月 に U C L の ソ フ ト ウ ェ ア 開発グルー プ の メ ン バ一 1 2名を招き、

「S P M  Short Course2002 in  Japan」 と して A T Rにて当センタ主催の講習会を開催しました 。  (120名参加)
そ の 後 、 2 年 が 経 ち 、 S P M は S P M 9 9 か ら S P M 2 に バー ジ ョ ン ア ッ プ さ れ 、 大 幅 な 改 訂 が あ り ま し た 。

「S PM 2では何が変わったのか? 」 S P M利用者の中の多くはこれを詳し く知 りたい方々が多かったよ うです。
今回はそれに呼応する形でUcLの研究者等8名の講師を招き開催する企画を立てました。  受講者は、 sP M
をこれから使用する学生から 、  バー ジョンアップの内容に興味を持つ経験豊富な研究者まで 6 7名に達しま

した  (募集人員は60名 ) 。 2日間の全体講義に加え、3日目には5つの小グループに分かれてのプ ラ ク テ ィ カ

ル ・ セ ッ シ ョ ン を 実施 し 、  よ り 深 く S P M を 理解 し て い た だ く こ と が で き た と 考 え てお り ま す 。 多 く の 参加

者か ら も  「大変有意義な講習会だった 1 と の評価をいただ き ま し た 。

こ こ で紹介 した  「S PM  Short Course2004 in  Japan」 の全体講
義と質疑応答を収録した DvD を 販 売 し て お り ま す 。  f M R I に
よる研究手法を学ぶ教材として最適です。

(使用言語は英語です)

価 格 : 6 , 0 0 0円 /セッ ト  ( 消費税・送料込み )

お間合わせ : A T R 脳活動イ メ ージングセンタ  (担当 : 中川)
TEL:0774-9 5-2620  FAX:0774-9 5-1281
E-mail:spm@baic.jp
URL;http://www.baic.jp/

脳研究用fMR lデータ分析プログラム  ( S P M )  の講習会
「 S P M  S ho r t  Cou r s e 2〇〇4 i n  Ja p a n 」の開催

脳活動イ メ ージングセンタ  正木 信夫

S P M  Short Cour se2004 i n  Ja p a n参加者と講師一同の記念撮影

DVD 「S P M  Short Course2004 in  Japan」 好評販売中
一全体講義 (総記録時間1 1時間4 6分 )  を DvD 4枚に収録一

画像も音も鮮明なDVD 4枚セッ  ト
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脳情報研究所 ( C N S )  ・脳活動イメージングセンタ ( BA IC )  ジョイ ン ト・セミナー
「非侵襲的脳活動計測手法『 fMR l 』と 『MEG』 の現在と新しい可能性」 の開催

脳活動イ メ ージングセンタ  正木 信夫

現在、  非侵襲的脳活動計測手法であるf ] 1、1 i R I と M E G  (Magnetoencepha1ography:脳磁図) は脳研究において
無 く てはな ら な ぃ 技術 と な っ てい ます 。  fMR Iの分析能力は、 装置の高静磁場化に伴う空間分解能の向上と

高速化によ りめざま し く進歩しています 。  これと同期した形でM E Gの多チャンネル化による高精細化が進

み、元来持つ時間分解能の高さを生かして f M R I とのハイブリ ッ ド計測技術にっいて も 、 検討 されてい ます 。

そ こ で 、  それらの研究手法に関する最新の話題を、  第一線の研究者に提供していただき、  今後の研究方

向を探る目的で、 2 0 0 4年 6月 1 0日  (木) と 1 1 日  ( 金 ) の両日 、 cNs ・ B A Ic ジ ョ イ ン ト ・ セ ミ ナー 「非侵
襲的脳活動計測手法『 fMR I 』  と 『 M EG 』の現在と新しぃ可能性」 をA T R大会議室にて開催いたしました。
2 日間にわたる A T R 内外の研究者による 9つの講演と総括 ( プ ログ ラムは以下の通 り ) では 、今後の脳研

究を支える技術にっいて広い視野から議論されました 。

「ジ ョ イ ン ト  ・ セ ミ ナー」 プログ ラ ム
一日 目  ( 6 月 1 0日  (木 ) )

( 1 )定藤規弘(自然科学研究機構生理学研究所)  : 機能的MR I研究の動向
( 2 ) 今 水  寛 (ATR脳情報研究所) : 多重な内部モデルを切り替える メカニズム : f MR I研究
( 3 ) 河内山隆紀 (香川大学 )  : 生体時系列デ一夕の統計処理
( 4 )池田思朗 (統計数理研究所)  : I C A を用いたM E Gデー タの解析

( 5 )D a n i e lC a 1 1 a n (ATR人間情報科学研究所)  : Connectivity between functiona11y def ined regions o f  interest
Determined b y f M R I  constrained M E G

=日 目  ( 6 月 1 1日  (金 ) )
( 6 ) 伊良皆啓治 (東京大学 )  : M E G ・ EEGの原理と解析手法および認知機能研究へのMEG ・ EEGの応用
( 7 )金桶吉起(自然科学研究機構生理学研究所)  : MEGを用いた視覚生理学研究
( 8 ) 佐藤雅昭 ( A T R脳情報研究所 )  : 階層べイズ法によるM E G電流源推定
(9) 山岸典子(A T R月凶情報研究所) : 視覚情報処理に対する視覚注意の影響 : 脳磁場計測および fM R Iによ

る研究

( 1 0 )川人光男 ( A T R脳情報研究所 )  : 総括

なお、  講演概要を含む当日配布の資料はインターネ ッ ト  「http://www.baic.jp/」 でご覧いただけます。

脳活動イメージングセンタ Q & A  コーナー
Q 1  : A T R脳活動イメージ、ングセンタの fMR 1装置はATR以外の研究者も利用できますか?

A 1 : はい、  ご利用いただけます。 2 0 0 0年 7月の開所以来、大学ばかりでなく企業の研究所の皆様に
もご利用いただいております。

Q 2  :脳活動を調べたいテーマがあるのですがfMR lの実験は初めてです。 支援体制は万全ですか?

A 2 : 装置の操作はもちろん、実験に必要な刺激提示制御プログラムの作成、 sP M ( 前頁参照 )  に よ
る分析等、研究経験のあるスタッフが支援いたします。

Q 3  : 具 体的な相談を したい と思います 。  手続きや料金等を含む詳しい資料の請求先を教えてくださ

い o

A 3 : ATR月凶活 動 イ メ ー ジ、ン グ セ ン タ  (担当 : 中川)  ま で直接 、電話や E-m a i 1 でお問い合わせくださ
い。お待ちしております。(TEL :0774-95-2620 ,E-ma i 1 : i n f o@ba i c jp,URL:http://www.baic.jp/)

〇

〇

〇

〇

〇
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技術 リェゾ ンセ ン夕では 、  AT Rの研究成果の技術移転を円滑に行うため、  様々な活動を行つており  ます。
それらの活動のうち、  成果展開を促進する活動の一部を紹介させていただきます。

(1)  技 術 リェゾンセンタホームぺージ リニューアル
A T Rで研究された技術の展開を図るため、  技 術 リェ ソ 'ンセン タのホーム ページ を リ ニ ューアル し ま し た。

是非、 一度 ご 覧 く だ さ い。(http://www.atr.jp/t lc )
< 特 徴 >

成果展開技術の一部として、 1 5の技術を紹介。

知的財産情報として、  公開している特許2 9 1件を掲載。  キー ワー ド検素も可能。

技 術 リェゾン会員  ( T L会員 )募集のページを新設。

(2 )  「顔 (目、 鼻 、  口 )  の リ ァ ル タ イ ム検出 ・ 追跡 ソ フ ト」 販売開始
メ デ イ ア情報科学研究所で開発 され ま し た 、 “ ビ デオ動画中の顔 ( 目 、 鼻 、口 )  を リ ア ル タ イ ム に 検 出

追跡する技術”  を研究開発用途で試用していただくために、  オブジェク ト版の販売を開始しました 。

この技術は、  視線検出 ・ リ ッ プ リ ー デ イ ン グ な ど を 行 う た め の 、  コア

技術 と な り ます 。

技術概要、特徴、原理等の詳細は、技術リェソ ゛ンセンタのホー ム ぺ一
ジ を ご参照 く だ さ い。

「accFacel で商標登録出願中です。

成果展開の促進

技 術 リェソンセンタ  ト ップぺージ ( http://w w w.atr. jp/tlc)

技 術 リ ェゾンセンタ  河野 みち よ

1 音声合成システム  (WizardVoice)

音声 - 対 訳 テ キ ス ト デ ー タ2

3 方向探知ア ンテナ

4 Tv用平面型室内アンテナ

英語音声学習システム  (ATR  CALL)5

6 願画像合成システム  (FUT〇N)

7 ムー ソ シ ア  (Muusocia)

顔(目、 .舞、 ロ)のリァルタイム検出 ・追跡(accFace)8

9 香 り デ イ ス ブ レ イ

10 イ ン タ ラ ク テ ィ ブ 万 華 鏡  (Iamascope)

11 体感型情報共有システム (Sense Web )

1 2 オンラインコミュニティシステム (TelMeA)

13 ミ ュージ ッ ク テー プ ル  (The MusicTable)

14 電子博物館ガイ ドシステム

15 ロボット動作作成ソフトウェア (ロボビーメ 一 力一)

ホームページ掲載成果展開技術

「accFacel ソフ トサンプル画像
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特許紹介

$ 注 日 特 許 $
企画部 知的財産担当

荒木 晃司

日本特許第3520022号 「外国語学習装置、 外国語学習方法および媒体」
出願日 : 2 0 0 0年 1月 1 4日、 2 0 0 0年 3月 2 1日
発明者 :山田玲子、足立隆弘、 コンスタンティン・マルコフ 、 片 桐 滋 、 工 リ ッ ク ・ マ ク ダ モ ト
「発明の概要」
この発明は、  学習者が発声した外国語を音声認識システムで認識し、  その認識結果に基づいて外国語の

学習を効果的に行う外国語学習装置であって、  学習者が発声した文章音声情報をその文章中に含まれる単

語毎の単語音声情報に分離すると共に、  その分離された単語毎の単語音声情報を音声認識して単語毎の評

価を行つてその評価結果を学習者にフイ ー ド バ ッ ク し て い る 。

「期待される効果」
この発明によれば、  学習者が発声した文章にっいて 、  単語毎の評価点が提示されるので、  どの部分がよ

く て どの部分が悪かったのかを学習者自身が知るこ とができ 、  集中的に反復練習する こ とに よ って効率的

に外国語を学習するこ とができる 。

日本特許第3537 7 7 4号 「口蓋プレー トを用いた車椅子の制御システム」
出願日 : 2 0 0 1 年 2月 5日
発明者 : 佐藤隼=、漆谷正義、本多清志、和久本雅彦
[発明の概要]

この発明は、  口の中に装着できる口蓋プレー ト か ら発せられる無線信号によって 、  車椅子の走行を無線

制 御 し よ う と す る も の で 、 口 蓋 プ レー ト に圧力センサー を 装 着 し 、 そ の セ ン サーの出力を電気信号に変換

して無線送信し、  車椅子側でその無線信号を受信して口蓋プレー ト か ら送信された無線信号に応じた走行

制御を行 う ょ う に構成 されてい る 。

[期待される効果 ]

口蓋プレー ト に設けた圧力センサーは舌先で操作する こ と がで き るので 、  手足での車椅子操作が困難な

場合であっても 、舌先の操作だけで車椅子の制御が可能とな り 、特に圧力センサー をそれぞれ、車椅子の

前進、  後退、 左折、 右折に対応付けて4個配置し、  各走行方向に対応付けられた圧力センサーの舌先での操

作 を 使 い 分 け る こ と に よ っ て 、  車椅子の任意方向への走行制御が可能となる。

日本特許第3566646号 「音楽コ ミュニケーション装置」
出願日 : 2 0 0 0年 1 0月 3 1日
発明者 : 間瀬健=、米澤朋子

1時

[発明の概要]

この発明は、  幼児や高齢者の遊戯具として用いる音楽コ ミュニケー シ

ョン装置を提供するもので、ぬいぐるみの中に多数のセンサを理め込み、

ユーザがそのぬい ぐ るみ を抱つ こ し た り 触つた り 、 或 いはぬい ぐ るみに

話し掛けた りする接し方をセンシングしてそのセンシング出力に応じて

楽音を発生する と同時に 、  1 つのセンサのセンシングの役割を変更して

1 つのセンサから多種類のセンシング出力を得、  それに反応して多種多

様の楽音を発生してューザ と の間で コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン を図 る 。
[期待される効果 ]

この発明によれば、  ぬいぐるみに組み込んだ多数のセンサのセンシン

グ状況に応じて楽音が発生されると同時に、  ユーザ との接 し方によ って

そのセンサの役割が変更されるので、  ぬ い く゛るみはューザとの接し方に
反応して多種多様の楽音を発生し、ユーザ を 飽 き さ せ る こ と が な く 、 遊

戯性 を 高 め る こ と が で き る 。
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ユビキ夕ス  ・ ネ ッ  ト ワー ク技術の研究開発により 、  我々が活動する部屋、  建物、 都市と ぃった様々な環

境に設置されたセンサや我々が身に着けるセンサを用いて 、  実世界での様々な活動に関する大量のデー タ

を収集するための基盤が整いつつあります。  次に必要になるのは、  収集した大量のデ一夕を有効に活用す

る技術です。

昨今、  日本の製造現場で大事故が頻発していますが、  その背景に現場で働く人々に十分な知識や経験が

与 え ら れ て い な い こ と が あ る と い う 指 摘 が あ り ま す 。 こ の 間題 を 解決す る た め に は 、 ベ テ ラ ン の 日常的 な

業務の進め方を観測し、  観測された行動や状況を理解し、  それを経験の浅い人でも有効に活用するこ とが

できる知識の形にし、  提供する技術が望まれます。  そ こ で 、  「日常行動 ・ 状況理解に基づく知識共有システ
ムの研究開発」 に着手しました。

こ の よ う な技術は 、製造現場以外に も 、医療看護 、介護 、警察 、消防など 、経験が要求され る業務を改

善するために求められます。  本研究開発では、 その中でも緊急度が高く 、  ニーズが明確な医療看護に焦点

を当て る こ と に し ま し た 。 特に 、 医療事故の手前にあた る 、 いわゆ る  「ヒ ヤ リ ・ ハ ツ ト 」 を最 も経験する
看護師の方たちを対象とするこ とにしました 。

本研究開発では、  現場での行動に関する経験的知識に着目し、  行動経験に基づく知識  (行動経験知識)

を構築し、  関係者の間で共有する過程を支援するシステムに関する技術の確立を目指します。  そのために

は、  (1) これまで見過ごされてきた看護師の日常の行動や状況を観測 ・ 理解する技術、  ( 2 ) 理 解結果に基

づき一般的傾向などに関する行動経験知識を構築する技術、  (3) 行動経験知識を関係者に提供する技術の3

つが必要になります。  そ こ で 、  これ らに対応する 3つのサブテーマの研究開発を進め、 ニーズの高い 3つの

システムを開発します 。すなわち 、  ( 1 ) 看護師の日々の業務を記録し、傾向を分析し、業務の効率化を図

る過程を支援する  「看護業務記録 ・ 分析シ ス テ ム」、 (2) ミ ス が 起 こ る 過 程 に関す る 知識に基づ く ァ ド バ イ

ス を行 う  「ジ ャ ス ト イ ン タ イ ム 看 護 ア ド バ イ ス ・ システム」、 (3) ヒ ヤ リ ・ ハ ツ ト の ド キ ュ メ ン 夕 リ を 半 自
動的に作成する 「ヒ ヤ リ ・ ハ ツ ト ・ ド キ ュ メ ン 夕 リ 作成シ ス テ ム」 です。

日常行動 ・ 状況理解に基づく
知識共有システムに関する新たな研究活動

知能口ポテ ィ ク ス研究所  小暮  潔

本研究開発は、 平成16年度情報通信研究機構 ( N IcT) 民間基盤技術促進制度の委託研究と して進められます。
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シームレスな位置情報検出を実現する
高精度角速度センサチップの研究開発

波動工学研究所 原山 卓久

1. 情報通信と位置情報
ユ ビ キ タ ス ネ ッ ト ワー ク社会を実現する上で、無線通信システムの重要性は今後ますます増大するものと

考えられます。  携帯電話、無線LAN等が広く普及し、その利便性が定着している現在、単に伝送速度を増大す

るだけではな く 、利用者やアプ リ ケー ション側の視点に立ち、  使い方が容易で柔軟性のある便利なサー ビス

を付加するこ とが無線システムに要求される次の機能として重要です。  こ の よ う な観点か ら最 も関心を集

めているものの1つが位置情報です。19 9 0年代初頭のカーナビゲー シ ョンから始まった位置情報サー ビスは、

携帯電話の普及と と もに 、天気予報、  レス ト ラン情報、交通情報、追跡等、その利用分野を急速に拡大し

ています 。

位置情報は、  このよ うに情報通信分野の新規事業を創出するばか りでな く 、センサネッ ト ワー ク、ユビキ

タ ス コ ン ピ ューテ ィ ン グ 、 コ ン テ キ ス ト ア ウ ェ ア 情 報 サー ビスなど新たな研究領域を生み出すこと も期待さ

れています。た とえば 、モバイル端末の現在位置を知るこ とで 、 よ り動的に状況に応じたアプ リケー シ ョ ン

を構築する こ とが可能とな り ます 。  また、デー タの送信元や着信先の位置、あるいは伝播パスの情報は、情報

通信のセ キ ュ リ テ ィ を 高 め る 上 で極め て重要です 。 さ ら に 、 分 散制御 を特徴 と す る 無線 ア ド ホ ッ ク ネ ッ ト

ワー クにおいて、通信ルー トの決定にも位置情報が強力な手段となります。

2. 自律的位置情報検出

現在、G Ps など外部からの信号を利用して位置情報を得る方法がありますが、  この場合、 電波を受信でき
ないビル街、建物内、地下街等に入ると信号は遮断され位置情報が失われてしまぃます。  したがって 、  こ の

よ う な 状 況下 で い か に シームレスに位置情報を獲得するかが重要かっ急がれる技術課題となっています。

すなわち 、  モバイル端末機器が外部信号に頼らず自律的に自らの位置を特定できる とい う こ とが重要な課

題です。

こ の よ う な自律的位置情報検出はデー タの瞬断がなく安全を最重要視する航空機では標準的に用いられ

ている方法です。  これは加速度センサ と高精度光ジャ イ ロ角速度センサ と を組み合わせる こ と で実用化さ

れています 。

3, リ ン グレーザ ジ ャ イ 口

角速度センサでの誤差は加速度計の出力と合わせて2回積分されることで增幅されるので位置の誤差に重

大な影響を及ぼします。  こ の ため 、  自律的位置情報検出には非常に高精度の角速度センサが必要です。  そ

のよ うな要求を満足する傑出した高精度の角速度センサとしては光ジャイロの 1種である H e-N e レーザを用
い た リ ン グ レーザジ ャ イ ロ が実用化 されてい ます 。  リ ン グ レーザ ジ ャ イ ロ は 、 回 転角速度 を時計 ・ 反 時計

回りの回転波モー ドの発振周波数差として高精度で計測するものです。 これは 、機械振動式やファイバジ

ャ イ ロなど他の方法よ り も圧倒的に精度が高く 、加速度計と組み合わせて正確な位置情報を自律的に検出

す る こ と を 可能 と し ま す 。 こ の た め 、 現在では H e-N e レーザ の リ ン グ レーザ ジ ャ イ ロ が 航 空 機 や ロ ケ ッ ト 、
深海探索艇、 船舶などで標準的に用いられています。

4. 高精度角速度センサチップ

こ の よ う に H e-N e リ ン グ レーザジャイロは非常に優れた性能を持つてい ますが 、 H e-N e放電管に用いる特
殊なガラスの加工やH e-N e リ ン グ レーザの制御が難しく非常に高価であり、  また最も小さな ものでも 3 c m 角
の大 き さ で 、  しかも大きな電源が必要です。このため、 PD A 、携帯電話、  ノ ー ト P Cなどのモバイル端末に

組み込むことは不可能です。  さ らに消費電力が非常に高く 、使用時のコス ト も非常に大きぃのです。  しか

し、 リ ン グ レーザジャイロの原理を用いることが高精度な角速度センサの実現に必要不可欠です。

そ こ で 、  私たちは、  超小型な半導体2次元レーザ と い う 新 し い タ イ プ の レーザ を 用 い て リ ン グ レーザを作

製 し 、  こ れ と光検出器等を組み合わせる こ と で 、 高精度角速度センサチ ップ を実現する こ と を目指 してい

ます。

本研究開発は、 平成16年度情報通信研究機構 (N IcT) 民間基盤技術促進制度の委託研究と して進められます。
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ATR科学技術セミナー

第1 0 0回A T R科学技術セミナー ( ネ ッ  ト ワー ク情報学シリーズ第 2回 )  2 0 0 4年 6月  1 4 日

「現代コミュニケーション理論の展望」 スーシング・チェン ( フ口リダ大学)
第1 0 0回 A T R科学技術セミナーは、  ネ ッ ト ワー ク情報学シ リ ーズの第 2回として米国科学財団 ( N S F )  の

幾何学的解析 と 知的シ ス テ ム の プ ロ グ ラ ム デ ィ レ ク 夕一 と し て活躍 され 、  デ ィ ジ 夕 ル ラ イ ブ ラ リ と 情 報 学
の研究分野の第一人者である米国フロリダ大学のスー シ ン グ ・ チ ェ ン 教 授 を お 招 き し 、 「現代コ ミ ュ ニ ケー
ション理論の展望」 にっいてご講演いただきま した 。
コ ミ ュ ニ ケー シ ョン理論は、  ワ イ ヤ レ ス / 有線のブ ロー ド バ ン ド イ ン 夕 一 ネ ッ ト 、 マ ル チ メ デ ィ ア 、 E コ

マー ス、  デ ィジ夕ル社会など 、今日の私たちの生活や社会に重要なインパ ク ト を与えています 。電気通信

産業が商品ベー ス に な る一方 、情報 コ ン テ ン ツ 、 P 2 P コ ラ ボ レー シ ョ ン 、  ヒ ューマン ・ コンピュー タ ・ イ ン

夕ラクシ ョンや科学的な応用の世界において、  よ り ェキサイテ ィングな革新がおこ り っつあ り ます 。

今回の講演の前半では、  デ ィ ジ 夕 ル ラ イ ブ ラ リ が イ ン タ ー ネ ッ ト 上の膨大な量の情報コ ン テ ン ツ をいか

に組織化し運用するかにっいてのお話 と 、  情報の過負荷問題を解決し、  人々の情報検索と認知的な活動を

支援するための技術にっい て 巨 大 な デ イ ジ 夕 ル ラ イ ブ ラ リ に お け る オ ン ト ロ ジー や セ マ ン テ ィ ッ ク ベー ス

の探索技術にっいてのお話をご紹介いただきま した 。  また、講演の後半では、  コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 理論の

計算論的生物学への応用にっい て 、 特 に 、 エ ン ト ロ ピー と同様な複雑度の尺度を定義するこ とによ り生物
学的なシーケンスにおける重要なパタ ー ンの発見が容易になるこ とをご説明いただきました 。

第1 0 1回AT R科学技術セミナー ( ネ ッ  ト ワー ク情報学シリ ー ズ第3回 )  2 0 0 4 年 8月 2 7日

コ ミュニケーションの基礎としての身振りの協調および直接知覚
「発話と手振りのダイナ ミ力ル ・モデ リング」 ポール ・ ト レ フ ナー ( グ リ フ ィ ス大学 )
「ジェスチャーとコ ミュニケーション」 ミ ラ ・ ピーター ( グ リ フ ィス大学 )
第1 0 1回のA T R科学技術セミナーは、  ネ ッ ト ワー ク情報学シ リ ーズの第 3回として 、  グ リ フ イ ス大学のポ

ール ・ ト レ フ ナ 一 博 士 と ミ ラ ・ ピ一 夕 一博士をお迎えし、 「コ ミ ュ ニ ケー シ ョンの基礎としての身振りの協
調および直接知覚」 と題 して開催いたしま した 。
ポー ル ・ ト レ フ ナ一博士は、生態心理学の指導的な立場にあるコネチカッ ト大学のマイケル ・ 夕 一 ヴ ィ
先 生 や ア ト ラ ン テ ィ ッ ク 大 学 の ス コ ツ ト ・ ケ ル ソ 一先生らの共同研究者として運動協調に関する論文が多
数 あ り 、  この分野を担う研究者のひと りです。  こ こ で は 、 個人の発話 と 手振 り と の 協働 を ダ イ ナ ミ カ ル ・

システムとしてモデル化するための理論にっいてご講演いただき ま した 。

また 、  ミ ラ ・ ピ一 夕 一博士からは 、発話の意味を制約するジェスチャーや ア フ ォ ー ダ ン ス の 機 能 にっい
て 、 実 験 か ら 得 ら れ た デ一 夕を ま じ え なが ら ご講演頂 き ま し た 。 具体的なデー タ を も と に し た 聴講者 と の
デ ィ ス カ シ ョ ン は 大 い に盛 り 上 が り 、 生 態 心理学 な ら び に ダ イ ナ ミ カ ル ・ シ ステムズ ・ アプローチを基礎

と し た コ ミ ュ ニ ケー ション研究の可能性を感じる貴重な機会をもっこ と が で き ま し た 。
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平成1 6年 4月 1日から平成1 6年 9月 3 0日までの所員往来

採用年月日 ATR所属 氏 名 出 向 元 等

2004.4.1

2004.4.1

2004.4.1

2004.4.1

2004.4.1

2004.4.1

2004.4.1

2004.4.1

2004.4.1

2004.4.1

2004.4.1

2004.4.1

2004.4.1

2004.5.1

2004.5.1

2004.5.6

2004.6.1

2004.6.1

2004.6.1

2004.6.7

2004.6.14

2004.6.16

2004.7.1

2004.7.1

2004.7.13

2004.7.15

2004.7.20

2004.7.28

2004.8.3

2004.9.1

2004.9.1

2004.9.1

2004.9.1

2004.9.1

2004.9.16

企画部 部長

音声言語コ ミ ュ ニケーシ ョ ン研究所  主任研究員

音声言語コミュニケー シ ョン研究所  研究員

適応コ ミ ュ ニケーシ ョン研究所  研究員

適応コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン研究所  研究員

適応コ ミ ュ ニ ケーシ ョン研究所  研究員

適応 コ ミ ュ ニ ケーション研究所  研究員

波動工学研究所 主任研究員

波動工学研究所 主任研究員

人間情報科学研究所 企画担当課長

人間情報科学研究所 研究員

メデイア情報科学研究所  研究員

メデ イア情報科学研究所  研究員

波動工学研究所 研究員

メデイア情報科学研究所  主任研究員

適応 コ ミ ュ ニ ケーシ ョン研究所  研究員

音声言語コ ミ ュ ニケー シ ョン研究所  主幹研究員

音声言語コ ミュニケー シ ョ ン研究所  研究員

知能ロボテ ィ クス研究所  研究員

人間情報科学研究所 視覚ダ イナ ミ ク ス研究室  室長

ネ ッ ト ワー ク情報学研究所 研究員

音声言語コ ミ ュニケー シ ョン研究所  研究員

音声言語コ ミ ュ ニケー シ ョ ン研究所  主任研究員

適 応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン 研究所  自律 シ ス テ ム 研 究室室長

音声言語コ ミュニケー シ ョン研究所  研究員

適応 コ ミ ュ ニ ケー シ ョン研究所  所長

波動工学研究所 研究員

音声言語コ ミュニケー シ ョン研究所  研究員

波動工学研究所 研究員

音声言語コ ミ ュニケー シ ョン研究所  主幹研究員

人間情報科学研究所 研究員

メデイア情報科学研究所  研究技術員

知能ロボテ ィ クス研究所  研究技術員

脳情報研究所 研究員

適応 コ ミ ュ ニ ケーシ ョン研究所  研究員

松岡 茂登

平井  俊男

藤本 雅清

OYUNCHIMEG,Shagdar

1龍本 栄二

谷口 典之

長谷川 晃朗

清水  均

太郎丸 眞

吉松  浩

村野 恵美

大島 千佳

大村 廉

山元 誠

西田  好宏

江川 純雄

佐々木 裕

L IU ,M i n

光永 法明

清水  俊宏

後安 ( 辻田 )  美紀

HERB〇RDT,Wol fgang

岩橋 直人

門脇  直人

G〇ETZ,Me lan i e

小花 貞夫

H〇ULET,Lionel

後藤 功雄

SUN ,Chen

清水 徹

吉田  千里

深谷 拓吾

高橋  真知

山下  宙人

HAQ,Am i nu lMohammad

NTT

株式会社アルカデイア

立命館大学

長岡技術科学大学

立命館大学

立命館大学

(独 )情報通信研究機構

古河電気工業株式会社

九州産業大学

ソニ一株式会社

東京大学医学部大学院

北陸先端科学技術大学院大学

慶應義塾大学

シ ャープ株式会社

三菱電機株式会社

早稲田大学

NTT

中国NEC

大阪大学

日本放送協会

エル ラ ンゲン大学

ソニ一株式会社

( 独 )情報通信研究機構

M I T

KDD I株式会社

NTT物性科学基礎研究所

NHK

Nanyag TechnologicalUniversity

KDD I株式会社

株 式 会 社 メ デ イ ア ッ ク ス

統計数理研究所

早稲田大学
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平成 1 6年 4月  1 日から平成1 6年 9月 3 0日までの所員往来

退職年月日 転 出 先 氏 名 A T R 所属

2004.4.30

2004.4.30

2004.5.31

2004.5.31

2004.6.5

2004.6.6

2004.6.18

2004.6.18

2004.6.30

2004.6.30

2004.6.30

2004.6.30

2004.7.27

2004.8.31

2004.9.30

2004.9.30

2004.9.30

2004.9.30

2004.9.30

2004.9.30

2004.9.30

日立製作所中央研究所

(独) 科学技術振興機構

University of Stuttgart

中国NEC

日本放送協会

Georgia Institute of Technology

NTT

九州工業大学

アイ ・ フュー ジ ョ ン株式会社

シ ャ ープ株式会社

NHK

東京大学

徳島大学

KDD I株式会社

NTT

日本電気株式会社
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受買等

2004年4月以降

年 月 学 会 ・ 賞 名 等 受 賞 者 受 賞 対 象

日本放射線技術学会

「平成15年度研究奨励賞 : 技術奨励賞
撮影分野 ( M R ) 」

「Synchronized Sampling Method (SSM)
を利用した4DMR I」200414/9 島田  育廣

平成15年電気関係学会関西支部連合大

会実行委員会

「平成15年電気関係学会連合大会奨励賞」

「単語単位での音響モデル選択によ  る
認識率向上の可能性」

2004/4/16 安田  圭志

情報処理学会

グ ラ フ イ ク ス と C A D 研究会

「優秀研究発表賞」

「三次元顔形状デー 夕べー ス を用いた
無表情顔形状からの表情変化推定」2004/7/12 倉立 尚明

I E EE  Internationa1 Conference on

Advanced Leaming Techno1ogies

ICALT Best Paper Award

Michae1 J .Lyons
DanielKluender

Nobuji Tetsutani

“Enhancing web-basedleaming by sharing
affective experience”

2004/8/31

2004/9/9
電子情報通信学会

「フ ェ ロー」

山本  誠一

音声言語処理技術の研究開発

2004/9/9
電子情報通信学会

「フ ェ ロー」
川人 光男 計算論的神経科学の発展とその応用

2004/9/22
日本神経科学学会

「奨励賞」
大須理英子

「動的環境下での運動学習における高
次認知機能の役割」
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編集後記
今回は A T R メ デ イ ア情報科学研究所で取 り 組んでい る  「メ デ イ ア 情 報 科 学」
の特集を組んでみました。

メ デ ィ ア情報 と一口で云つて も 、  昨今の I T技術の著しぃ進展を受け、  その表

現内容は多種に及んでいます。情報を発信する側にとっては個性を遺憾なく発揮

できる場が増え 、情報を受信する側にとって も ょ り高度で斬新なコンテンツを目

の当た り にで き る機会がどんどん增えてお り ます 。 こ の よ う な時勢を背に A T R

においても本誌で取り上げた 5つのテーマをはじめュニー ク な コンテンツが目白
押しです。  A T Rの自由な研究風土を活かし、  こ れ ら の コ ン テ ン ツ を 更 に ブ ラ ッ

シ ュア ップ し 、 A T R 発の メデ イ ア情報が一つで も多 く世の中に支持され定着す

る こ と を期待 してお り ます 。

本特集を組むにあたりぉ忙しぃ中ゲス ト執筆を快くお引き受けぃただぃた木戸

出先生に深謝いたします。

企画部 山幡章司)

編 集 長 : 松岡
編 集 委 員 : 古川

若井

編 集 ス 夕 ツ フ : 古川

茂登

洋子

浩

洋子

帆前加奈子、宮本  安隆 、山幡  章司、

帆前加奈子、宮本 安隆、山幡  章司

ATR J o u r n a l第 5 2号  2 0 0 4年 1 0月 1日発行
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●製  作
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国際電気通信基礎技術研究所のご紹介

国際電気通信基礎技術研究所は電気通信分野に

おけ る基礎的 ・ 独創的研究の一大拠点として内外

に 開 か れ た 研 究 所 を 設 立 す る 構 想 の も と に 産 ・

学 ・ 官の幅広いご支援をいただき昭和 6 1 年  (1986

年 ) 3 月 に設立いた し ま し た 。

大阪市内での 3年間の暫定研究所を経て、  平 成

元年 ( 1 9 8 9 年 ) 4 月関西文化学術研究都市の中核

的施設として本研究所を開所いたしました。

発足以来、基盤技術研究促進セン夕一 ( K Tc) お
よび多くの民間企業から各研究開発会社への出資

に支えられて研究活動を行つてきました 。

平成 1 3 年 度 ( 2 0 0 1 年 度 ) 下 期 か ら は通信 ・ 放送

機 構 ( 現 ・ 情報通信研究機構)  に新設された通信 ・

放送基盤技術に関する試験研究の促進制度に基づ

く委託研究等によ り研究資金を得て、 2 1 世紀を拓

く 電気通信分野の基礎的独創的研究開発を積極的

に推進しています。

t
解

民
間
企
業
等

ATR

研究プ口シェクト

言声nコミュニケーション研究所
通応コミュニケーション研究所

波 動 エ 学 研 究 所
人 間 構 報  科 学  研 究 所

ネ ッ ト ワ ー ク 構 報 学 研 究 所

腦' 信 報 研 究 所

メ ァ イ ア 情 報 科 学 研 究 所

知 能 ロ ポ ァ イ ク ス 研 究 所

/f

11 特 許 データペース

ATR ホームページ
http://www.atr.jp
お役に立つ様々な情報を公開しています。

今後も随時拡充していきますので、  皆様のアクセスをお待ちしてお ります 。

※ 2 0 0 4 年 1 月 1 日 よ り A T R の ド メ イ ン ネ ー ムを 「atr.co.jp」 か ら 「atr.jp」へ変更いたしました 。
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〇

〇

〇

ATR ジャーナル担当宛

ご連絡内容(いずれかに印をお願いします。)

口送付先変更連絡 口ご意見

TEL
FAX
E-mail
ご要望等

( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 8 3
( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 8
editor@atr.jp

ATRジャーナルの送付先変更等をお寄せ下さる場合には、下記にご記入の上、FAx等でご送付下さい。

送

付

先

変 更 後 変 更 前 変更事由

フ リ カ ナ

お 名 前
口人事異動

口住所変更

口その他送 り 先

会 社 名

部 署 名

役 職 名

Te1/Fax

E-mai1

ご意見ご要望
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